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SDGsとは国連サミットで採択された持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）。
17のゴール・169のターゲットにより、2030年までに持続可能でよりよい世界を目指します。

明治学院大学ではSDGsについて、さまざまな授業で学生たちが学んでいます。

グ
ロ
ー
バ
ル
法
学
科
生
が
初
め
て
接

す
る「
法
学
」へ
の
扉
、
そ
れ
が「
グ
ロ

ー
バ
ル
法
入
門
」
で
す
。
国
際
社
会
に

は
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る
国
際
条
約
以

外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
規
範
が
存

在
し
ま
す
。
世
界
人
権
宣
言
、
環
境
と

開
発
に
関
す
る
リ
オ
宣
言
な
ど
…
。
そ

し
て
、
今
も
っ
と
も
関
心
を
集
め
て
い

る
国
際
規
範
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
す
。

授
業
で
は
、
各
自
で
関
心
が
あ
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
選
び
、
既
存

の
国
際
条
約
と
の
関
係
を
整
理
し
、
検

討
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
関
連
す
る
国

際
条
約
が
あ
っ
て
も
実
施
が
不
十
分
な

ど
、
国
際
社
会
が
抱
え
る
問
題
状
況
が

見
え
て
き
ま
す
。
問
題
状
況
の
改
善
・

克
服
に
、
国
際
規
範
は
い
か
な
る
役
割

を
果
た
せ
る
の
か
・
果
た
せ
な
い
の
か
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
関
す
る
調
査
と
検
討
を
き

っ
か
け
に
、
大
学
で
の
学
び
や
研
究
の

あ
り
方
を
つ
か
む
授
業
で
す
。

私にとってのSDGsと授業

私にとってのSDGsと授業

授業で国際社会の多様な主体について英語を交
えて学びました。関心あるテーマについてまと
める課題でJICAとSDGsについて研究し、３
年次ゼミでは「基礎教育の普及」の研究中です。

3年次ゼミでも
SDGsを研究
佐藤友惟（グローバル法3年）

卒業論文でプラスチック資源に注目していま
す。日本の現行政策は世界的な資源情勢にふ
さわしい政策かどうかを問い、国内法・国際
法を検討し、結論を導きたいと考えています。

プラスチック資源に
ついて卒論執筆中！
川島美希（グローバル法4年）

二
年
次
科
目
「
福
祉
開
発
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
」
で
は
、
S
D
G
s
の
目
標

四
「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」
を

掲
げ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
日
本
語
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際

授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
度
の
「
演
習
一
」
で
の
取
り
組

み
を
引
き
継
ぎ
、
春
学
期
に
授
業
に
向

け
た
学
習
や
準
備
を
実
施
。
一
〇
月
か

ら
授
業
の
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
現
地
で
は
教
室
に
集
ま
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
学
生

た
ち
は
ス
マ
ホ
で
の
個
人
指
導
や
公
文

式
で
の
学
習
方
法
の
開
発
に
着
手
し
、

今
は
模
擬
授
業
な
ど
で
切
磋
琢
磨
し
て

い
ま
す
。
模
擬
授
業
は
、
グ
ル
ー
プ
別

に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
作
成
し
、
子
ど

も
た
ち
に
語
り
か
け
る
形
で
行
い
ま
す
。

生
徒
の
日
本
語
力
に
差
が
あ
る
中
で
、

日
本
語
だ
け
で
話
す
か
、
ク
メ
ー
ル
語

や
英
語
を
取
り
入
れ
る
べ
き
か
、
ど
う

い
っ
た
表
現
が
わ
か
り
や
す
い
か
な
ど
、

生
徒
役
の
学
生
や
明
石
教
授
か
ら
活
発

な
意
見
が
飛
び
出
し
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
や
環
境
に
関
心
を
持
つ
三

年
生
が
履
修
す
る
藤
川
ゼ
ミ
。S
D
G
s

で
は
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」た
め

の
目
標
と
現
実
が
か
け
離
れ
て
い
る
と

も
思
わ
れ
が
ち
で
す
。、
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
S
D
G
s
を
学
び
感
じ
る
た
め
に
、

春
学
期
に
共
同
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
途
上
国
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
汚
染
、
食
品
ロ
ス
な
ど
…
。
気
に
な

っ
た
こ
と
を
調
べ
つ
つ
、
身
近
な
問
題

を
認
識
し
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
る
う

ち
に
、
次
に
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
小
さ
な
ス
テ
ッ
プ
を
日

常
生
活
の
中
で
踏
ん
で
行
け
る
こ
と
が

大
切
だ
と
藤
川
教
授
は
考
え
て
い
ま
す
。

秋
学
期
か
ら
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

も
積
極
的
に
行
う
方
向
で
、
動
き
出
し

ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
で
課
題
を
発
見

し
、
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
を
探
り
ま
す
。

そ
の
発
見
を
ま
た
ゼ
ミ
で
共
有
し
、
考

え
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

私にとってのSDGsと授業

SDGsに関連する「食」や「移動」などの身近な領
域に着目。先行研究や事例から検討し、気候変
動や地球温暖化への対策を無理なくライフスタ
イルに組み込む必要性を感じました。

左：坂下陽菜（社会3年）
右：服部悠汰（社会3年）

無理なく対策を
行うためには

SDGsと
ともに学ぶ
初めての「法学」

鶴田 順准教授

グローバル法入門1
グローバル法学科 横浜キャンパス

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
教
育
支
援
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
践

明石留美子
教授

福
祉
開
発

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

社
会
福
祉
学
科

白
金
キ
ャ
ン
パ
ス

身近な問題に
着目。足元から
関心を高める

演習1
社会学科 白金キャンパス

藤川 賢教授

印象的だった「日本語を教えるだけで終わってほし
くない」という明石先生の言葉。子どもたちに楽し
く学んでもらい、SDGs達成に向けて努力します。
教育の不平等について知らせる活動も続けます。

大切な「学ぶ楽しさ」と
「教える楽しさ」

平松 桂（社会福祉2年）

私たちが調査したのは食品ロスについて。ゼミ
の履修者のアルバイト先でどれだけの食品ロス
が出ているか聞いて現状を把握し、今後どのよ
うに食品ロス対策をすべきか話し合いました。

左：中山日菜子（社会3年）
右：東野好花（社会3年）

企業で異なる
食品ロスの現状

S
D
G
s
に
つ
い
て
大
学
生
で
も
で

き
る
の
が
「
エ
コ
バ
ッ
グ
を
使
う
こ

と
」
？ 

そ
れ
で
は
物
足
り
な
い
と
賴
准

教
授
は
話
し
ま
す
。
大
学
の
学
び
で
は
、

S
D
G
s
の
目
標
七「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

み
ん
な
に 

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」と
目

標
一
三「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策

を
」
と
い
う
二
つ
の
正
し
い
こ
と
は
同

時
に
達
成
で
き
る
の
か
、ま
た
、
な
ぜ

一
七
個
も
の
目
標
が
必
要
に
な
っ
た
の

か
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の
考

察
や
研
究
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

開
発
の
現
場
で
起
き
て
い
る
問
題
を
、

地
域
や
国
の
文
脈
に
即
し
て
考
え
る
こ

と
が
こ
の
授
業
の
狙
い
。
国
際
協
力
や

開
発
の
仕
事
は
高
い
専
門
性
を
身
に
つ

け
る
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
・
宗
教
・

文
化
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
必
要
が

あ
り
ま
す
。
授
業
は
J
I
C
A
横
浜
の

講
師
を
は
じ
め
、
イ
ン
フ
ラ
、
環
境
、

中
小
企
業
、
農
業
な
ど
の
専
門
家
に
よ

る
リ
レ
ー
形
式
で
行
わ
れ
ま
す
。
連
続

講
義
か
ら
共
通
点
が
見
出
せ
た
時
、
学

び
が
さ
ら
に
深
ま
り
ま
す
。

開
発
の
視
点
か
ら

S
D
Gs
を
考
察
す
る

賴 俊輔准教授

国
際
学
特
講
1

（
国
際
協
力
の
現
場
）

国
際
学
科

横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス

私にとってのSDGsと授業

農業やインフラなど開発現場での現状や課題を学
んでいます。世界はお互いに支え合うことで成り
立っているため、開発支援が必要です。SDGs達
成への開発支援や活動について学びたいです。

SDGsで意識する
世界とのつながり
マリック ジャイタ（国際3年）
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